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12月
定例会

原発賠償と避難生活の改善などを直接、強く、強く要望（総理官邸）

❷国に精神的賠償の見直しなどを要望

❻【補正予算】 ５億1,811万９千円を減額 《一般会計》 総額93億955万８千円に

❾【ズバリ町政を問う】 ５議員が質問

16【全員協議会】 東電に福島第二、第一原発の状況を質問



見直し見直しなどをなどを要望要望
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本
町
議
会
は
平
成

　

本
町
議
会
は
平
成
2323
年年
1111
月
２
日
、
官
邸
で
野
田
佳
彦
首
相
と
面

月
２
日
、
官
邸
で
野
田
佳
彦
首
相
と
面

談
す
る
と
と
も
に
、
民
主
党
副
代
表　

田
中
慶
秋
氏
や
自
民
党
副
総

談
す
る
と
と
も
に
、
民
主
党
副
代
表　

田
中
慶
秋
氏
や
自
民
党
副
総

裁　

大
島
理
森
氏
を
は
じ
め
、
関
係
省
庁
に
出
向
き
、
９
月
以
降
に

裁　

大
島
理
森
氏
を
は
じ
め
、
関
係
省
庁
に
出
向
き
、
９
月
以
降
に

半
額
と
な
る
避
難
者
の
精
神
的
損
害
賠
償
の
見
直
し
や
町
民
の
帰
還

半
額
と
な
る
避
難
者
の
精
神
的
損
害
賠
償
の
見
直
し
や
町
民
の
帰
還

に
向
け
た
除
染
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
な
ど
を
強
く
要
望
し
ま
し

に
向
け
た
除
染
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
な
ど
を
強
く
要
望
し
ま
し

た
。
た
。  

（
当
議
会
よ
り

（
当
議
会
よ
り
1010
人
参
加
）

人
参
加
）自民党副総裁　大島理森氏に要望書を手渡す

内閣府副大臣　中塚一宏氏に要望書を手渡す

民主党副代表　田中慶秋氏に要望書を手渡す

文部科学副大臣　奥村展三氏に要望書を手渡す



国国にに精神的賠償精神的賠償のの
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東日本大震災・原子力災害に関する要望
　本町は、平成23年３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震による大津波の被害に加え、福島第一

原子力発電所の事故により甚大な被害をもたらされたことに伴い、わが町民は安定した雇用と生活の場

を失い、７か月を過ぎた今日においてもふるさと富岡町に戻ることもできず、避難生活を強いられてい

る状況にあります。

　また町民は、避難の長期化に伴い、「慣れない避難生活」「将来に対する漠然とした不安」「内部被ばく

への恐怖」などにより、体力的にも精神的にも疲労は極限に達してきています。

　つきましては、国が責任をもって、避難町民が安心して避難生活を送れる施策を講じるとともに、ふ

るさと富岡町への早期帰還に向けた環境回復等に真剣に取り組まれるよう、強く要望いたします。

１．東京電力福島第一原子力発電所事故を早期収束させること。

２．全てのものに対して補償を明確にし、誠意を持って実施すること。特に、精神的損害

補償については、避難生活が長引くことにより一層厳しい状況が考えられることから、

当初設定の金額（最低一人月額10万円）を継続補償すること。

３．警戒区域の見直しにあたっては、除染やライフラインの復旧は勿論のこと、帰宅後の

町民に対する生活支援にも万全を期すこと。

４．双葉地域の復興に向けて、新たな産業拠点や研究機関を誘致し、町民の雇用の場を確

保すること。

（１）放射線医療構築に向けた「放射線医療センター（仮称）」の設置。

（２）原子力発電に代わる再生可能エネルギー関連産業の集積。

（３）森林資源を利用したバイオマス発電及び藻類燃料の研究生産基地を国家プロジェ

クトとして設置。

５．一時帰宅については、平成23年11月末で２回目の帰宅を終了予定としているが、３

回目、４回目と定期的に帰宅できるよう配慮すること。

６．避難中の富岡町内における盗難による損害は、国及び東京電力（株）が補償すること。
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1212
月月
1313
日
か
ら

日
か
ら
1515
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期
で
郡
山
市
大
槻

日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期
で
郡
山
市
大
槻

町
公
民
館
分
室
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、

町
公
民
館
分
室
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、

町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
や
平
成

町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
や
平
成
2323
年
度
各
会
計
補

年
度
各
会
計
補

正
予
算
案
件
な
ど
合
計

正
予
算
案
件
な
ど
合
計
1818
件
を
審
議
し
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

件
を
審
議
し
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

慎
重
な
審
議
を
経
て
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
し
ま

慎
重
な
審
議
を
経
て
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
５
議
員
が
登
壇
し
、
当
面
す
る
行
政
の
問
題

　

一
般
質
問
で
は
５
議
員
が
登
壇
し
、
当
面
す
る
行
政
の
問
題

点
な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。

点
な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。

1212
月
定
例
会
を
開
催

月
定
例
会
を
開
催

動
産
の
取
得
同
意
案
件

貸
出
用
個
人
線
量
計
な
ど
を
購
入

問　
線
量
計
を
長
期
間
継
続
し
て

貸
し
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
健
康
福
祉
課
長　

避
難
先
や

移
動
先
で
の
放
射
線
量
を
測
定
す

る
こ
と
を
主
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

貸
出
期
間
を
２
週
間
と
し
て
い
ま

す
。

問　
全
町
民
に
線
量
計
を
貸
し
出

す
、
ま
た
は
、
一
台
ず
つ
支
給
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　
町
長　

機
種
選
定
を
十
分
に

行
な
い
、
国
県
と
協
議
し
、
一
台

で
も
多
く
町
民
に
渡
せ
る
よ
う
増

台
す
る
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。

問　
全
町
民
に
配
布
す
る
こ
と
に

な
っ
た
場
合
、
震
災
当
日
に
本
町

民
だ
っ
た
方
も
対
象
と
す
る
の
か
。

答　
健
康
福
祉
課
長　

転
出
さ
れ

た
方
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
ま

す
。

　

避
難
し
て
い
る
町
民
が
安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
よ
う
、
貸
出
対
象
者
を
妊
産
婦
及
び

就
学
前
の
乳
幼
児
、
児
童
生
徒
と
し
た
高
機

能
積
算
線
量
計
５
２
３
台
と
学
校
や
児
童
ク

ラ
ブ
な
ど
の
施
設
に
配
置
す
る
サ
ー
ベ
イ

メ
ー
タ
ー
19
台
を
購
入
す
る
総
額
３
２
４
４

万
５
千
円
の
契
約
を
議
決
し
ま
し
た
。

 

（
全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

質
疑
質
疑



5 とみおか議会だより 169号
平成24年１月27日

選
挙
公
報
紙
を

発
行

　

町
議
会
議
員
並
び
に
町
長

立
候
補
者
の
顔
や
氏
名
、
経

歴
、
政
見
等
を
掲
載
し
た
選

挙
公
報
紙
を
発
行
し
ま
す
。

 

（
全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

住
所
移
動
者
に

町
情
報
を
提
供

　

こ
れ
ま
で
町
広
報
紙
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
随

時
提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、

住
民
票
を
移
動
さ
れ
た
方

に
対
し
て
も
、
希
望
が
あ

れ
ば
こ
れ
ま
で
ど
お
り
提

供
し
ま
す
。

 

（
全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

町
職
員
給
与
の

月
例
給
を
引
き

下
げ

　

福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告

に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
改
正

し
ま
し
た
。

①
死
亡
以
外
の
理
由
で
退
職

し
た
場
合
は
給
与
を
日
割

り
で
支
給
。

②
月
例
給
を
平
均
０
・
２

３
％
引
下
げ
。

③
給
与
構
造
改
革
に
お
け
る

経
過
措
置
の
算
定
基
礎
と

な
る
上
限
額
を
１
０
０
分

の
９
８
・
９
３
に
引
下
げ
。

 

（
賛
成
多
数
・
原
案
可
決
）

国
民
健
康
保
険

税
率
を
改
正

　

中
低
所
得
者
の
国
民
健
康

保
険
税
を
軽
減
す
る
た
め
、

課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
の
国

民
健
康
保
険
税
に
係
る
医
療

費
給
付
分
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
並
び
に
介
護
納
付
金
を

改
正
し
ま
し
た
。
な
お
、
東

日
本
大
震
災
及
び
原
発
事
故

に
伴
う
避
難
指
示
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

は
全
額
免
除
と
な
っ
て
い
ま

す
。

 

（
全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

条
例
の
制
定
及
び
改
正

　

震
災
以
降
、
本
町
の
人
口

が
減
少
し
つ
つ
あ
る
現
状
と

近
い
将
来
像
を
考
慮
し
た
結

果
、
本
町
の
議
会
議
員
定
数

を
２
人
削
減
し
16
人
か
ら
14

人
に
改
正
し
ま
し
た
。
ま
た
、

関
連
す
る
各
委
員
会
の
名
称

及
び
定
員
数
に
つ
い
て
も
併

せ
て
改
正
し
ま
し
た
。

 

（
全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

町
議
会
議
員
定

数
を
２
人
削
減

改　正　後 現　　　　行

議会議員
定数

14人 16人

委員会名称
及び定数

総務文教常任委員会　７人
産業厚生常任委員会　７人
議会運営委員会　５人以内

総務常任委員会　　　５人
文教厚生常任委員会　６人
産業建設常任委員会　５人
議会運営委員会　７人以内



補正予算 質疑
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問　
被
災
者
見
舞
金
の
支
給
す
る

内
訳
は
。

答　
生
活
環
境
課
長　

津
波
に

よ
っ
て
建
物
が
全
流
出
し
た
世
帯

に
30
万
円
で
１
５
０
世
帯
を
、
大

規
模
半
壊
以
上
で
半
分
以
上
家
財

道
具
が
流
出
し
た
世
帯
に
10
万
円

で
50
世
帯
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問　
地
震
被
災
者
に
見
舞
金
を
支

給
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答　
生
活
環
境
課
長　

地
震
に
よ

る
建
物
の
全
壊
及
び
大
規
模
損
壊

に
つ
い
て
は
、
国
の
生
活
再
建
資

金
を
適
用
し
て
お
り
、
見
舞
金
と

重
複
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

問　
防
災
車
輌
の
仕
様
は
。

答　
生
活
環
境
課
長　

要
介
護
者

な
ど
を
緊
急
に
避
難
さ
せ
る
こ
と

も
想
定
し
、
車
椅
子
の
ま
ま
乗
り

降
り
で
き
る
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
タ
イ

プ
の
車
輌
に
赤
色
灯
を
付
け
ま
す
。

問　
仮
設
住
宅
の
防
火
対
策
は
。

答　
生
活
環
境
課
長　

各
集
会
所

に
消
火
器
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

１
㎥
容
量
の
貯
水
槽
を
設
置
し
初

期
消
火
に
あ
た
り
ま
す
。
今
後
も
、

避
難
先
市
町
村
並
び
に
消
防
団
と

協
議
し
な
が
ら
防
火
対
策
に
努
め

ま
す
。

問　
富
岡
町
内
に
お
け
る
防
火
対

策
は
。

答　
生
活
環
境
課
長　

町
消
防
団

員
は
週
２
回
程
度
本
町
に
戻
り
貯

水
槽
の
管
理
や
警
戒
活
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
広
域
消
防
署
員

に
つ
い
て
も
同
様
に
町
内
巡
回
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
町

内
に
お
い
て
火
災
発
生
し
た
場
合

を
想
定
し
な
が
ら
消
防
団
員
の
配

置
計
画
を
し
ま
す
。

問　
火
災
発
生
に
対
応
す
る
体
制

作
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
生
活
環
境
課
長　

全
国
各
地

に
町
消
防
団
員
が
避
難
し
て
い
る

状
況
な
の
で
、
団
員
に
対
し
て
緊

急
時
対
応
の
可
否
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
消
防
団
員
数
が
不
足
す
る

場
合
は
、
定
年
の
延
長
も
視
野
に

入
れ
て
検
討
し
ま
す
。

問　
不
登
校
児
へ
の
指
導
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

答　
教
育
長　

震
災
以
後
に
不
登

校
気
味
に
な
る
児
童
生
徒
も
い
ま

し
た
が
、
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　
心
の
ケ
ア
対
策
は
。

答　
教
育
長　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
追
加
配
置
し
て
児
童
生

徒
の
心
の
ケ
ア
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
児
童
生
徒
を
指
導
す
る
教
諭

も
十
分
に
対
応
す
る
よ
う
努
め
ま

す
。

一般会計一般会計

総額９３億９５５万８千円に

平成２３年度一般会計の補正予算を、原案のとおり可決しました。
（全会一致・原案可決）

○町民税や固定資産税など　
　　15億420万９千円を減額
○地方交付税
　　12億3,401万７千円を増額
○寄付金　
　　118万６千円を増額

○防災車輌購入費　
　　600万円を増額

○被災者見舞金　
　　5,000万円を増額

財源（歳入）の主なもの 使いみち（歳出）の主なもの

疑
れ
こ
れ
あ

質一
般
会
計

予
算
審
議
で
質
疑
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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問　
町
内
の
溜
め
池
が
決
壊
す
る

よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
。

答　
産
業
振
興
課
長　

町
内
の
溜

め
池
の
用
水
は
抜
い
て
い
ま
す
の

で
決
壊
す
る
恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

警
戒
区
域
解
除
以
降
、
福
島
県
と

合
同
で
溜
め
池
の
調
査
を
行
な
い
、

修
繕
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

問　
町
職
員
の
採
用
計
画
は
あ
る

の
か
。

答　
総
務
課
長　

平
成
24
年
度
は

町
職
員
の
採
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
長　

職
員
の
年
齢
層
も
考
慮
し
、

中
途
採
用
す
る
な
ど
バ
ラ
ン
ス
よ

く
町
職
員
を
採
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

問　
昨
年
度
に
お
い
て
町
デ
ジ
タ

ル
防
災
無
線
の
契
約
を
締
結
し
た

が
、
震
災
以
降
の
対
応
は
ど
う
し

て
い
る
か
。

答　
生
活
環
境
課
長　

一
旦
契
約

解
除
し
、
本
町
に
帰
還
で
き
た
際

に
再
契
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
業
者
と
協
議
し
ま
す
。

問　
家
畜
に
よ
る
被
害
が
拡
大
し

て
い
る
が
町
の
対
応
は
。

答　
産
業
振
興
課
長　

牛
に
つ
い

て
は
、
囲
い
込
み
柵
を
６
箇
所
、

個
人
の
牛
舎
を
６
箇
所
の
合
計
12

箇
所
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
豚
や

猪
、
猪
豚
は
県
に
要
望
す
る
と
と

も
に
、
企
業
に
対
し
要
請
を
し
て

い
ま
す
。

問　
仮
設
住
宅
の
風
呂
に
追
い
炊

き
機
能
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
光
熱
水
費
の
補
助

を
検
討
し
な
い
の
か
。

答　
住
宅
支
援
班
長　

仮
設
住
宅

は
福
島
県
の
財
産
な
の
で
、
改
修

な
ど
に
つ
い
て
は
県
に
要
望
し
ま

す
。
光
熱
水
費
は
居
住
者
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問　
町
役
場
の
除
染
結
果
を
公
表

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　
企
画
課
長　

除
染
モ
デ
ル
事

業
の
最
終
的
な
結
果
を
町
広
報
紙

な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

問　
財
物
賠
償
が
決
定
し
て
い
な

い
段
階
で
、
除
染
作
業
に
伴
う
庭

木
な
ど
の
伐
採
は
、
賠
償
請
求
に

支
障
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
除
染
対
策
班
長　

除
染
作
業

に
よ
り
立
木
を
伐
採
す
る
必
要
が

あ
る
場
合
は
、
所
有
者
に
了
解
を

求
め
て
か
ら
作
業
を
進
め
、
作
業

終
了
後
に
再
度
確
認
を
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
は
了
解

を
得
ら
れ
な
い
場
合
は
除
染
作
業

を
し
ま
せ
ん
の
で
、
所
有
者
と
協

議
の
上
除
染
作
業
を
進
め
ま
す
。

囲い込み柵での家畜捕獲状況

自衛隊による役場敷地内側溝の除染作業
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問　
避
難
者
受
入
市
町
村
で
介
護

施
設
に
入
居
す
る
こ
と
が
困
難
な

箇
所
も
あ
る
が
、
対
応
策
は
あ
る

の
か
。

答　
町
長　

町
は
各
市
町
村
に
受

け
入
れ
て
い
た
だ
く
よ
う
協
力
要

請
を
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
避
難

者
が
多
い
い
わ
き
市
か
ら
は
、
双

葉
郡
及
び
県
と
し
て
調
整
す
る
よ

う
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
と
対
応
し
ま
す
。

問　
仮
設
の
特
別
老
人
福
祉
施
設

を
建
設
し
な
い
の
か
。

答　
健
康
福
祉
課
長　

サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
各
仮
設
住
宅
周
辺
に

設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
福
島
県

と
協
議
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

民
間
法
人
が
介
護
施
設
を
建
設
す

る
動
き
も
あ
り
ま
す
。

町
長　

介
護
問
題
に
つ
い
て
は
郡

内
共
通
の
課
題
で
す
の
で
、
郡
内

町
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
国
県

に
要
望
し
ま
す
。

特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

 

（
全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

震災以降における本町の予算の経過は下記のとおりです。

会 計 名 当　初
定 例 会 臨 時 会 臨 時 会 定 例 会 臨 時 会 定 例 会

H23.6.27 H23.7.22 H23.9.6 H23.9.30 H23.10.7 H23.12.14

一 般 会 計 67億1,314万5千円
（19億6,300万2千円） （1億2,887万7千円） （2億925万8千円） （7億4,265万9千円） （1,447万9千円）（▲5億1,031万8千円）

87億2,460万3千円 88億5,348万0千円 90億6,273万8千円 98億539万7千円 98億1,987万6千円 93億955万8千円

特　
　

別　
　

会　
　

計

国 民 健 康 保 険 14億4,540万2千円
（3億453万4千円） （2億5,483万2千円）

14億4,540万2千円 14億4,540万2千円 14億4,540万2千円 17億4,993万6千円 17億4,993万6千円 20億476万8千円

公設地方卸売市場 133万9千円
（138万0千円） （▲2万2千円）

133万9千円 133万9千円 133万9千円 271万9千円 271万9千円 269万7千円

蛇谷須特環下水道 3,380万4千円
（▲1,917万0千円）

3,380万4千円 3,380万4千円 3,380万4千円 1,463万4千円 1,463万4千円 1,463万4千円

公 共 下 水 道 8億758万4千円
（▲3億5,178万4千円） （9万8千円）

8億758万4千円 8億758万4千円 8億758万4千円 4億5,580万0千円 4億5,580万0千円 4億5,589万8千円

農 業 集 落 排 水 1億2,346万8千円
（▲4,015万9千円）

1億2,346万8千円 1億2,346万8千円 1億2,346万8千円 8,330万9千円 8,330万9千円 8,330万9千円

曲田地区区画整理 3億491万2千円
（▲2億4,001万9千円）

3億491万2千円 3億491万2千円 3億491万2千円 6,489万3千円 6,489万3千円 6,489万3千円

介 護 保 健 9億4,947万9千円
（1億6,825万3千円） （7,948万0千円）

9億4,947万9千円 9億4,947万9千円 9億4,947万9千円 11億1,773万2千円 11億1,773万2千円 11億9,721万2千円

後期高齢者医療 1億939万7千円
（▲7,541万6千円）

1億939万7千円 1億939万7千円 1億939万7千円 3,398万1千円 3,398万1千円 3,398万1千円

仮 設 診 療 所
（8,000万0千円） （419万0千円） （▲80万0千円）

8,000万0千円 8,000万0千円 8,419万0千円 8,419万0千円 8,339万0千円

介 護 サ ー ビ ス
（416万5千円）

416万5千円 416万5千円 416万5千円

小 計 37億7,538万5千円
（8,000万0千円） （▲2億4,402万6千円） （3億3,358万8千円）

37億7,538万5千円 38億5,538万5千円 38億5,538万5千円 36億1,135万9千円 36億1,135万9千円 39億4,494万7千円

　　合　　　計　　 104億8,853万0千円
（19億6,300万2千円） （2億887万7千円） （2億925万8千円） （4億9,863万3千円） （1,447万9千円）（▲1億7,673万0千円）

124億9,998万8千円 127億886万5千円 129億1,812万3千円 134億1,675万6千円 134億3,123万5千円 132億5,450万5千円

※上段の（　）書きは補正額を、下段はその時点での予算額を示します。
※上記金額は、専決処分で決定した予算額も含みます。

平成23年度　予算の経過平成23年度　予算の経過



一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問
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　12月定例会の一般質問には、５議員が登壇して町の対応や
考えなどを問いました。
　この紙面では、質問した順序に質疑応答の要点をお知らせ
いたします。

５議員が
質問
■渡辺　英博　議員………………（10頁）
⑴ 避難生活を送る上での課題について
⑵ 除染について
⑶ 町の復興について

■宮本　皓一　議員………………（11頁）
⑴ 避難生活が長引く中我が町の進む方向を
示せ

⑵ 原子力発電所（第一・第二）の今後につい
て

■山本　育男　議員………………（12頁）
⑴ 情報収集・広報について
⑵ 一時帰宅について
⑶ 健康調査について
⑷ 教育について

■黒澤　英男　議員………………（13頁）
⑴ 福島原発事故後の知事の廃炉を求める方
針と本町の対応について

■関　　友幸　議員………………（14頁）
⑴ 原発事故の賠償について

町政を問う町政を問う
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問 月10万円の継続を

平成24年２月まで維持答
渡辺 英博 議員

問 

仮
払
金
の
精
算
は

答 

柔
軟
に
対
応

問答

問 

屋
根
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を

答 

継
続
し
て
実
施

問答

問　
精
神
的
損
害
に
対
す
る
月
10

万
円
の
支
給
は
平
成
24
年
２
月
ま

で
継
続
さ
れ
る
の
か
。

答　
町
長　

国
、
東
京
電
力
に
強

く
要
望
し
、
９
月
以
降
も
継
続
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問　
町
内
の
防
犯
・
防
火
対
策
は
。

答　
町
長　

９
月
か
ら
、
１
週
間

に
２
回
程
度
の
割
合
で
、
富
岡
町

と
富
岡
町
消
防
団
に
よ
る
防
火
・

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
万
が
一
、
火
災
が
発
生

し
た
と
き
の
た
め
に
、
防
火
水
槽

の
水
量
確
認
や
周
辺
の
刈
払
い
、

土
地
改
良
区
の
協
力
を
得
て
、
用

水
路
へ
の
通
水
を
継
続
し
て
行
な

い
、
消
防
水
利
を
活
用
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

問　
除
染
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

答　
町
長　

国
に
よ
る
除
染
モ
デ

ル
事
業
の
検
証
を
踏
ま
え
、
町
の

問　
仮
払
金
の
精
算
は
、
財
産
の

補
償
で
の
相
殺
を
含
め
て
柔
軟
に

対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
町
長　

本
賠
償
の
手
続
き
で
、

補
償
金
が
受
け
ら
れ
な
く
生
活
に

困
っ
て
し
ま
う
と
言
う
意
見
が
多

除
染
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
国
よ
り
示

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。「
除
染
な

く
し
て
、
帰
町
な
し
」の
強
い
信

念
で
、
一
刻
で
も
早
く
帰
宅
で
き

る
よ
う
国
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問　
除
染
の
目
標
線
量
は
。

答　
町
長　

国
の
責
任
に
お
い
て

除
染
を
実
施
し
、
最
終
的
に
年
間

１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
に
す
る

こ
と
を
確
約
し
て
い
ま
す
。

問　
上
下
水
道
の
イ
ン
フ
ラ
復
旧

の
見
通
し
は
。

答　
町
長　

下
水
道
・
道
路
・
橋

梁
・
学
校
施
設
の
被
災
状
況
調
査

を
実
施
し
現
在
被
害
状
況
を
と
り

ま
と
め
中
で
す
。

問　
雇
用
確
保
の
見
通
し
は
。

答　
町
長　

税
制
優
遇
措
置
や
特

区
制
度
を
検
討
す
る
中
で
、
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設
等
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
や
、
研
究
機

関
の
誘
致
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

充
実
し
た
送
電
網
を
利
用
し
た
製

く
の
町
民
よ
り
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
東
京

電
力
に
対
し
、
議
長
と
強
く
要
望

と
改
善
策
を
要
請
し
た
結
果
、
柔

軟
に
対
応
す
る
と
い
う
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

造
業
、
廃
炉
や
除
染
に
関
す
る
産

業
や
こ
れ
ら
の
知
識
、
技
術
を
蓄

積
し
た
企
業
や
人
材
を
育
成
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
医
療
機
関
、
特
老
等
の
復
旧

は
。

答　
町
長　

医
師
及
び
歯
科
医
師

問　
屋
根
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を

被
せ
る
応
急
処
置
が
１
，６
０
０

件
完
了
し
て
い
る
が
、
未
処
置
の

家
屋
の
対
応
は
。

答　
町
長　

屋
根
に
シ
ー
ト
を
掛

け
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
多
く

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
東
京
電
力
に

要
請
し
６
月
６
日
か
ら
実
施
し
ま

し
た
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
屋

根
状
況
を
外
見
の
調
査
に
よ
り
判

の
大
半
は
、
避
難
地
周
辺
の
病
院

な
ど
に
勤
務
し
て
い
る
状
況
で
す
。

町
に
帰
還
す
る
た
め
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
、
情
報
を
交
換
し
な
が

ら
、
町
で
の
再
開
を
お
願
い
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

断
し
、
補
修
を
し
な
く
て
も
良
い

建
物
、
補
修
を
要
す
る
建
物
、
補

修
が
で
き
な
い
建
物
に
区
分
し
、

調
査
戸
数
４
，８
９
３
戸
の
内

１
，５
６
６
戸
の
補
修
を
行
な
い
、

10
月
31
日
に
終
了
し
ま
し
た
が
、

東
京
電
力
に
対
し
引
き
続
き
作
業

を
要
望
し
継
続
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

問　
仮
設
住
宅
に
お
け
る
不
具
合

箇
所
や
要
望
に
対
す
る
対
応
は
。

答　
町
長　

入
居
者
か
ら
の
要
望

事
項
は
、
住
宅
支
援
班
職
員
や
絆

づ
く
り
職
員
で
日
夜
対
応
し
て
い

ま
す
。
明
ら
か
に
瑕
疵
と
認
め
ら

れ
る
も
の
、
構
造
上
の
改
善
な
ど

は
、「
応
急
仮
設
住
宅
維
持
管
理

セ
ン
タ
ー
」へ
修
繕
を
要
望
し
て

き
ま
し
た
。

　

住
環
境
の
整
備
と
し
て
、
敷
地

内
通
路
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
、

夜
間
照
明
灯
の
設
置
な
ど
追
加
工

事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
期
化
さ
れ
る
仮
設
住
宅
の
生

活
環
境
の
向
上
の
た
め
、
入
居
者

の
要
望
に
は
積
極
的
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

問 

仮
設
住
宅
の
改
善
を

答 

生
活
環
境
の
改
善
を
目
指
す

問答
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問 我が町の進む方向を示せ

今後復興計画の中で答
宮本 皓一 議員

問 

福
島
第
一
、
第
二
原
子
力
発
電
所
の
今
後
は

答 

雇
用
の
確
保
次
第

問答 問　
町
民
の
帰
宅
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
示
せ
。

答　
町
長　

原
発
の
収
束
状
況
や

町
内
の
除
染
活
動
な
ど
帰
宅
に
向

け
た
環
境
が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
帰
還
す
る
時
期
を
明
確
に
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
後
、

復
興
計
画
の
中
で
示
し
て
い
き
ま

す
。

問　
借
上
げ
住
宅
に
避
難
し
て
い

る
町
民
の
声
を
ど
の
よ
う
に
解
決

す
る
の
か
。

答　
町
長　

次
に
掲
げ
る
支
援
策

を
強
化
す
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

一　

広
域
的
自
治
会
組
織
の
立

ち
上
げ
支
援

　

一　

情
報
セ
ン
タ
ー
等
の
拠
点

問　
知
事
は
県
内
全
て
の
原
発
廃

炉
を
求
め
る
と
し
て
い
る
が
、
町

の
復
興
計
画
で
ど
の
よ
う
に
係
っ

て
行
く
の
か
。

答　
町
長　
『
雇
用
あ
っ
て
の
地

域
振
興
』と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

雇
用
の
場
を
確
保
す
る
こ
と
が
最

重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

町
民
の
安
全
・
安
心
を
考
え
る

と
廃
炉
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

は
十
分
に
理
解
し
ま
す
が
、
関
連

整
備

　

一　

地
域
住
民
と
の
交
流
や
協

力
に
対
す
る
取
り
組
み

　

一　

支
援
対
象
者
の
掘
り
出
し

　

一　

各
専
門
機
関
等
へ
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト

　

一　

ふ
る
さ
と
絆
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
県
内
11
箇
所
に
順
次
開

設

企
業
を
含
め
地
域
最
大
の
雇
用
の

場
で
す
の
で
、
こ
れ
に
代
わ
る
雇

用
を
担
保
し
て
も
ら
う
よ
う
考
え

て
い
ま
す
。

広域的自治会組織の連絡先
広域的自治会の名称 連絡先

福島市及び県北地区在住
富岡町民自治会

携帯電話
090ー7332ー4894
　会長　堀川　潔

ふるさと絆情報ステーション開設状況（平成23年12月末日現在）
福　島　市 郡　山　市

ヨークベニマル 野田店
ヨークベニマル

安積町店
コープふくしま コープマートやのめ 富久山店
ダイユーエイト 福島黒岩店 イオン郡山フェスタ店

い わ き 市 会津若松市

ヨークベニマル
大原店

リオンドール 神明通り店
谷川瀬店

イオンリテール イオンいわき店 コープあいづ COOP　BESTA　にいでら
【お問い合わせ先】
●福島県文化振興課　電話　０２４－５２１－７１７９
●特定非営利活動法人うつくしまＮＰＯネットワーク（運営）
　電話０２４－９５３－６０９２

ふくしま絆カフェ富岡
２月2日（木）オープン予定
郡山市香久池１丁目20－27



12とみおか議会だより 169号
平成24年１月27日

問 富岡町内の様子をライブカメラで

前向きに検討答
山本 育男 議員

問 

高
校
の
進
路
指
導
は

答 

き
め
細
や
か
な
進
路
指
導
を
す
る

問答

問　
本
町
に
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設

置
し
町
内
の
様
子
な
ど
を
発
信
し

て
は
ど
う
か
。

答　
町
長　

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設

置
・
稼
動
さ
せ
る
た
め
に
は
い
く

つ
か
の
検
討
課
題
が
あ
る
た
め
早

急
な
対
応
は
困
難
で
す
が
、
今
後

実
施
に
向
け
た
調
査
を
行
な
い
ま

す
。

問　
一
時
帰
宅
時
の
滞
在
時
間
を

延
長
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
町
長　

空
間
放
射
線
量
が
低

減
さ
れ
れ
ば
、
国
の
基
準
も
見
直

さ
れ
、
滞
在
時
間
の
延
長
も
見
込

ま
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
一
時
帰
宅
を
簡
素
化
し
、
早

く
一
巡
す
る
よ
う
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
で
き
な
い
か
。

答　
町
長　

町
民
の
ニ
ー
ズ
を
反

映
す
べ
く
関
係
所
管
と
連
携
し
、

更
な
る
シ
ス
テ
ム
の
簡
素
化
と
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
国
へ
要
望
し
ま

す
。

問　
３
月
11
日
現
在
で
高
校
生

だ
っ
た
方
の
放
射
線
内
部
被
ば
く

検
査
費
用
を
無
料
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

答　
町
長　

公
的
機
関
で
検
査
す

る
場
合
は
無
料
で
す
が
、
民
間
病

院
で
は
検
査
当
日
に
お
い
て
高
校

生
ま
で
の
方
を
無
料
と
し
、
そ
れ

以
外
は
一
人
６
，０
０
０
円
の
検

査
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
民
間
病

院
に
対
し
て
無
料
化
を
要
望
す
る

こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
の
で
ご

理
解
く
だ
さ
い
。
な
お
、
内
部
被

ば
く
検
査
に
か
か
る
検
査
費
用
並

び
に
交
通
費
に
つ
い
て
は
損
害
賠

償
請
求
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
高
校
進
学
に
対
し
ど
の
よ
う

に
指
導
・
助
言
を
し
て
い
く
の
か
。

答　
教
育
長　

生
徒
と
保
護
者
と

教
師
に
よ
る
三
者
面
談
を
複
数
回

に
わ
た
っ
て
行
な
う
な
ど
、
個
に

応
じ
た
進
路
指
導
が
行
な
え
る
よ

う
指
導
・
助
言
に
あ
た
り
ま
す
。

問　
警
戒
区
域
内
の
県
立
高
校
は
、

ど
の
よ
う
に
編
成
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
ど
の
よ
う
な
影
響
が
予
測
さ

れ
る
か
。

答　
教
育
長　

福
島
県
教
育
委
員

会
で
は
、
双
葉
地
区
の
学
区
別
方

針
を
次
の
よ
う
に
示
し
ま
し
た
。

①
双
葉
高
校
と
双
葉
翔
陽
高
校
を

い
わ
き
明
星
大
学
に
集
約
。

②
富
岡
高
校
の
県
北
地
区
と
会
津

地
区
の
サ
テ
ラ
イ
ト
校
を
継
続

す
る
と
と
も
に
県
南
地
区
と
い

わ
き
地
区
の
サ
テ
ラ
イ
ト
校
を

い
わ
き
明
星
に
集
約
。

　

今
後
、
入
学
希
望
者
の
動
向
を

見
極
め
な
が
ら
情
報
収
集
に
努
め

適
切
な
進
路
指
導
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

頑張れ受験生（富岡第二中学校／三春町）
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問 原発を廃炉とするのか

原発に代わる雇用の確保が大前提答
黒澤 英男 議員

問 

帰
還
で
き
る
時
期
は

答 

復
興
計
画
で
示
す

問答

問　
県
内
の
原
発
全
基
の
廃
炉
を

求
め
る
方
針
を
知
事
が
打
ち
出
し

た
事
に
対
し
、
原
発
所
在
立
地
協

議
会
長
と
し
て
の
所
見
を
伺
い
た

い
。

答　
町
長　

原
発
事
故
は
広
域
的

災
害
の
た
め
双
葉
地
方
全
体
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
雇
用
あ
っ
て
の
地
域
振
興
」で

す
の
で
、
原
発
産
業
に
代
わ
る
雇

用
の
確
保
が
必
要
で
す
。
今
後
も
、

生
活
の
安
定
と
環
境
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　
原
発
事
故
の
早
期
収
束
や
国

の
責
任
に
よ
る
本
町
の
除
染
と
避

難
者
へ
の
損
害
賠
償
の
早
急
な
対

応
は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

答　
町
長　

国
並
び
に
東
電
の
責

任
で
汚
染
水
の
処
理
や
高
線
量
の

瓦
礫
処
理
の
問
題
な
ど
様
々
な
課

題
を
解
決
し
、
避
難
し
て
い
る
住

民
の
一
日
も
早
い
帰
町
の
実
現
を

目
指
す
よ
う
引
き
続
き
要
望
し
ま

す
。

　

ま
た
、
町
は
東
電
に
対
し
誠
意

の
あ
る
原
子
力
災
害
賠
償
を
求
め

て
い
ま
す
が
、
合
意
に
至
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
、
財
物
補
償
に
つ
い

て
も
国
の
方
針
が
定
ま
っ
て
い
な

い
た
め
、
郡
内
町
村
と
連
携
し
統

一
し
た
考
え
の
も
と
に
、
国
及
び

東
電
に
早
急
な
対
応
を
要
望
し
ま

す
。

問　
内
部
被
ば
く
線
量
の
検
査
状

況
は
。

答　
町
長　

内
部
被
ば
く
検
査
は

平
成
24
年
１
月
末
ま
で
に
完
了
す

る
予
定
で
す
。

　

そ
れ
以
降
の
検
査
日
程
や
対
象

者
に
つ
い
て
は
ま
だ
県
よ
り
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
決
定
次
第

案
内
し
ま
す
。

問　
震
災
・
原
発
事
故
を
克
服
し
、

ふ
る
さ
と
富
岡
を
再
生
す
る
復
興

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　
町
長　

復
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
基

本
姿
勢
は
、「
誰
も
が
帰
り
た
く

な
る
町
づ
く
り
に
、
一
日
も
早
く

取
り
組
む
」と
い
う
も
の
で
あ
り
、

震
災
・
原
発
事
故
を
契
機
に
従
前

の
課
題
を
解
消
し
、
安
全
・
安
心

で
新
た
な
魅
力
を
備
え
ま
す
。

　

本
町
の
再
生
に
あ
た
っ
て
は
、

原
発
に
依
存
し
て
き
た
こ
れ
ま
で

の
姿
勢
を
改
め
、
新
た
な
産
業
基

盤
の
形
成
を
図
る
こ
と
を
取
り
組

問　
町
民
が
安
全
に
安
心
し
て
帰

還
で
き
る
環
境
が
整
う
時
期
は
い

つ
か
。

答　
町
長　

本
町
の
復
旧
復
興
に

向
け
た
施
策
や
事
業
な
ど
の
具
体

的
に
取
り
組
む
内
容
を
示
す
復
興

計
画
の
中
で
帰
還
す
る
時
期
な
ど

を
示
し
ま
す
。

み
方
針
に
掲
げ
て
お
り
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
企
業
や
研
究

機
関
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
施
設

の
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

対象者数 3,140名

受付件数 2,748名

受検者数 1,565名

受 検 率 57%

（12月７日現在）

復興ビジョン（素案）を協議
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関　 友幸　議員

問　
損
害
賠
償
の
請
求
状
況
を
把

握
し
て
い
る
の
か
。

答　
町
長　

親
身
親
切
な
賠
償
の

実
現
に
向
か
う
よ
う
町
と
し
て
も

東
電
に
対
し
強
く
要
望
し
ま
す
。

問　
町
民
は
損
害
賠
償
の
請
求
手

法
や
内
容
等
に
不
満
を
も
っ
て
い

る
。
町
と
し
て
解
消
す
る
政
策
は

あ
る
か
。

答　
町
長　

改
善
す
る
よ
う
強
く

要
望
し
た
結
果
、
請
求
書
類
の
簡

素
化
や
被
害
者
に
配
慮
し
た
文
言

で
の
請
求
書
類
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
損
害
賠
償
内
容
に
対
し

て
は
満
足
い
く
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
双
葉
郡
内
町
村
と
連

携
を
図
り
、
町
民
の
要
望
に
こ
た

え
る
べ
く
同
一
行
動
を
と
っ
て
、

東
電
に
対
し
強
く
要
望
し
、
改
善

を
求
め
ま
す
。

問　
損
害
賠
償
問
題
を
日
本
弁
護

士
連
合
会
に
依
頼
し
、
町
一
括
で

対
応
す
る
よ
う
な
考
え
は
な
い
の

か
。

答　
町
長　

町
行
政
も
傍
観
す
る

こ
と
な
く
、
積
極
的
に
住
民
と
連

携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
方

法
も
一
つ
の
手
法
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

福
島
県
損
害
賠
償
協
議
会
を
主
体

と
し
て
行
動
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
日
本
弁
護
士
連
合

会
に
依
頼
を
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問　
診
断
書
や
領
収
証
な
ど
を
整

備
す
る
こ
と
が
難
し
く
賠
償
請
求

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
町
民
も

い
る
。
東
電
に
対
し
簡
便
的
な
対

応
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
な
い
か
。

ま
た
、
被
ば
く
に
よ
る
が
ん
の
発

生
な
ど
に
対
す
る
補
償
も
明
記
し

て
い
な
い
が
、
明
記
す
る
よ
う
求

め
な
い
の
か
。

答　
町
長　

指
摘
さ
れ
た
請
求
内

容
な
ど
に
つ
い
て
は
問
題
提
起
し

ま
す
。
今
後
も
、
要
望
す
る
と
と

も
に
そ
の
結
果
を
確
認
す
る
と
い

う
行
為
の
積
み
重
ね
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問 町一括で損害請求を

郡内連携して取り組む答

平成23年12月１日現在
全　体 富 岡 町

送 付 件 数 約63,200件 約7,170件
第１回分請求 20,350件 約2,750件
合 意 件 数 約4,160件 約560件
支 払 済 件 数 約2,770件 約360件
支 払 済 金 額 総額28億円 約４億円

原子力事故に関する補償問題を相談

賠償に関するご相談窓口
●福島原子力補償相談室（コールセンター）
　０１２０ー９２６ー４０４
　受付時間　９：00～21：00
　おかけ間違いにご注意ください
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委
員
会
活
動
報
告

委
員
会
活
動
報
告
1212
月
定
例
会
報
告
分

月
定
例
会
報
告
分

常
任
委
員
会

　

平
成
23
年
12
月
２
日
に
総
務
、
文
教
厚
生
、
産
業
建
設
常
任

委
員
会
を
開
催
し
、「
事
務
事
業
の
執
行
状
況
」「
平
成
23
年
度

補
正
予
算（
案
）」な
ど
の
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

　

平
成
23
年
12
月
５
日
に
開
催
し
、
12
月
定
例
会
の
日
程
及
び

提
出
が
予
定
さ
れ
て
い
る
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　

平
成
23
年
10
月
27
日
に
開
催
し
、
災
害
版
議
会
だ
よ
り
第
３

号
の
最
終
校
正
を
行
な
い
、
11
月
１
日
に
発
行
し
ま
し
た
。

町
議
会
議
員
定
数
等
に

関
す
る
特
別
委
員
会

　

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
９
月
定

例
会
以
降
５
回
開
催
し
、
議
会
議
員
定

数
を
２
人
削
減
し
14
人
と
す
べ
き
で
あ

る
と
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
付
託
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て

審
査
結
果
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

本
特
別
委
員
会
の
審
査
を
終
了
す
る
こ

と
に
決
し
ま
し
た
。

町
復
興
に
関
す
る

特
別
委
員
会

　

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
９
月
定

例
会
以
降
、
４
回
開
催
し
、
町
復
興
の

た
め
の
意
向
調
査
内
容
等
に
つ
い
て
審

議
し
ま
し
た
。

回　数 月　日 主な審議内容等

第１回 10月７日 ・特別委員会の具体的な進
め方等について

第２回 10月28日
・議会議員報酬の日当制に
ついて

・福島県町村の人口及び議
会議員定数について

第３回 11月７日
・双葉郡内町村議会議員定
数や報酬額、各委員会の
構成員数について

第４回 11月22日 ・各委員から意見徴取

第５回 12月２日 ・最終審議

回　数 月　日 審　議　内　容　等

第１回 10月17日 ・特別委員会の具体的な進め方等について

第２回 10月28日 ・双葉郡内町村が実施している意向調査内容及び
結果について

第３回 11月７日 ・町議会主導による富岡町復興のための意向調査
（案）について

第４回 11月22日
・双葉８町村住民実態調査結果報告について
・富岡町災害復興ビジョン（素案）について
・意向調査の実施について
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全
員
協
議
会
を
開
催

全
員
協
議
会
を
開
催

　

平
成

　

平
成
2323
年年
1212
月
２
日
と

月
２
日
と
1212
月
５
日
の
２
回

月
５
日
の
２
回

開
催
し
、
本
町
災
害
対
策
業
務
の
執
行
状
況

開
催
し
、
本
町
災
害
対
策
業
務
の
執
行
状
況

や
福
島
第
二（
２
Ｆ
）、
福
島
第
一（
１
Ｆ
）原

や
福
島
第
二（
２
Ｆ
）、
福
島
第
一（
１
Ｆ
）原

子
力
発
電
所
の
状
況
や
緊
急
事
態
対
応
対
策

子
力
発
電
所
の
状
況
や
緊
急
事
態
対
応
対
策

な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
町
及
び
東
電
よ

な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
町
及
び
東
電
よ

り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
質
疑
が
行
わ
れ
た
内
容
の
い

　

こ
こ
で
は
、
質
疑
が
行
わ
れ
た
内
容
の
い

く
つ
か
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

く
つ
か
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

き
な
い
状
況
で
す
が
、
３
号
機
並

び
に
４
号
機
に
つ
い
て
も
建
屋
カ

バ
ー
を
設
置
す
る
計
画
で
い
ま
す
。

問　
建
屋
敷
地
内
の
除
染
作
業
を

実
施
し
て
い
る
の
か
。

答　
今
は
従
事
者
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
ガ
レ
キ
処
理
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
除
染
に
つ
い
て
は

敷
地
内
外
も
同
じ
手
法
に
て
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
中

期
的
な
考
え
で
実
施
し
ま
す
。

問　
溶
け
落
ち
た
燃
料
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
。

答　
直
接
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、

格
納
容
器
の
底
部
に
あ
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
層
で
と
ま
っ
て
い
る
と
想

定
さ
れ
ま
す
。

を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
再
稼
動

さ
せ
る
た
め
の
復
旧
で
は
な
く
、

地
震
・
津
波
に
よ
っ
て
被
害
を
受

け
た
施
設
の
修
繕
を
し
て
お
り
、

『
再
稼
動
の
た
め
に
』と
言
う
意
味

は
含
め
て
お
り
ま
せ
ん
。
廃
炉
に

つ
い
て
は
、
皆
様
の
ご
意
見
を

し
っ
か
り
聞
い
て
い
き
ま
す
。

問　
溶
融
し
落
下
し
た
燃
料
の
温

度
は
。

答　
格
納
容
器
へ
の
落
下
量
が
最

も
多
い
と
想
定
さ
れ
て
い
る
１
号

機
に
お
い
て
も
原
子
炉
圧
力
容
器

と
同
程
度
の
温
度
で
安
定
し
て
お

り
１
０
０
度
以
下
に
な
っ
て
い
ま

す
。

問　
汚
染
さ
れ
た
滞
留
水
の
量
は

増
え
て
い
る
の
か
。

答　
増
え
た
場
合
は
タ
ン
ク
を
増

や
し
汚
染
さ
れ
た
滞
留
水
を
外
部

に
で
な
い
よ
う
確
保
し
ま
す
。

問　
建
屋
カ
バ
ー
が
１
号
機
で
設

置
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
号
機

は
設
置
し
な
い
の
か
。

答　
津
波
被
害
に
よ
る
ガ
レ
キ
処

理
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
設
置
で

問　
福
島
県
は
廃
炉
を
求
め
て
い

る
が
、
東
電
と
し
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
１
Ｆ
を
安
定
化
さ
せ
て
放
射

線
を
外
に
だ
さ
な
い
よ
う
確
実
な

も
の
と
す
る
こ
と
を
第
一
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
２
Ｆ
に
つ
い
て

は
ま
だ
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。
現

在
、
２
Ｆ
の
本
体
施
設
復
旧
工
事

量
約
５
０
０
kg
の
大
型
土
嚢
を
積

み
上
げ
て
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ア
ク
セ
ス
道
路
も
完
備
し
、

津
波
が
建
屋
に
入
ら
な
い
よ
う
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

問　
使
用
済
燃
料
棒
は
何
本
あ
る

の
か
。
ま
た
、
使
用
済
燃
料
棒
を

移
動
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

答　
受
入
体
制
が
整
っ
て
い
な
い

た
め
現
時
点
で
は
難
し
い
で
す
。

問　
地
震
及
び
津
波
の
被
害
状
況

は
。

答　
機
能
的
に
重
要
な
設
備
は
大

丈
夫
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お

り
ま
す
が
、
細
部
に
つ
い
て
確
認

で
き
て
い
な
い
箇
所
も
あ
り
ま
す

の
で
、
定
期
検
査
し
た
段
階
で
再

度
公
表
し
ま
す
。

問　
新
た
に
設
置
し
た
津
波
対
策

用
築
堤
は
同
じ
よ
う
な
規
模
の
津

波
に
も
十
分
耐
え
ら
れ
る
の
か
。

答　
津
波
の
高
さ
を
考
慮
し
て
重

福
島
第
二
原
発
の
状
況
は

福
島
第
一
原
発
の
状
況
は

福島第二原子力発電所各号機における使用済燃料の本数
使用済燃料の本数

従前保管 新規保管

１号機 1,570体 200体

２号機 1,638体 80体

３号機 1,596体 184体

４号機 1,672体 80体
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問　
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
回
答

を
統
一
で
き
な
い
か
。

答　
対
応
者
に
よ
っ
て
異
な
る
回

答
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け

な
い
こ
と
で
す
の
で
改
善
し
ま
す
。

問　
福
島
県
で
対
応
す
る
社
員
と

本
店
で
は
温
度
差
が
あ
る
よ
う
に

思
え
る
。
し
っ
か
り
と
地
元
の
声

が
届
き
改
善
す
る
よ
う
努
め
て
い

る
の
か
。

答　
東
電
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
よ
う
努
め
ま
す
。

問　
精
神
的
苦
痛
に
対
す
る
賠
償

と
は
別
に
生
活
費
を
新
た
に
付
け

加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

答　
し
っ
か
り
と
上
部
に
申
し
伝

え
ま
す
。

問　
被
ば
く
補
償
は
考
え
な
い
の
か
。

答　
長
期
間
に
わ
た
る
項
目
と
考

え
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
被
ば
く
に

関
す
る
実
態
を
把
握
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

問　
第
１
回
目
の
途
中
で
賠
償
内

容
が
改
善
さ
れ
た
が
、
周
知
徹
底

が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　
同
じ
情
報
が
き
っ
ち
り
と
伝

わ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

る
説
明
書
等
に
つ
い
て
は
改
善
す
る

よ
う
努
め
ま
し
た
。
本
来
、
一
人
ひ

と
り
に
対
応
す
る
こ
と
が
筋
で
す
が
、

早
く
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
請
求
項
目「
そ
の
他
」で
請
求

さ
れ
た
内
容
の
と
お
り
満
額
賠
償

す
れ
ば
速
や
か
に
賠
償
支
払
い
が

進
む
の
で
は
な
い
か
。

答　
提
出
さ
れ
た
請
求
内
容
の
確

認
を
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
請

求
か
ら
支
払
い
ま
で
の
期
間
を
要

し
て
い
ま
す
。

問　
慰
謝
料
を
支
払
う
こ
と
を
東

電
独
自
で
検
討
し
な
い
の
か
。

答　
慰
謝
料
に
つ
い
て
は
精
神
的

損
害
と
は
別
な
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
し
っ

か
り
と
上
部
に
申
し
伝
え
ま
す
。

問　
原
発
事
故
収
束
後
に
家
屋
の

被
害
度
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
る

が
賠
償
と
な
る
の
か
。
ま
た
、
住

宅
経
営
者
の
家
賃
賠
償
は
ど
う
か
。

答　
原
発
事
故
に
よ
っ
て
被
害
を

被
っ
た
物
に
つ
い
て
は
賠
償
対
象

と
な
り
ま
す
。

問　
仮
払
い
補
償
金
を
第
１
回
目

の
精
算
で
相
殺
し
て
い
る
た
め
今

回
賠
償
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
い
世
帯
も
あ
る
。分
割
相
殺
で

き
る
よ
う
な
対
応
は
で
き
な
い
か
。

答　
多
く
の
方
々
よ
り
ご
意
見
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
改
善

す
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

問　
精
神
的
損
害
賠
償
は
来
年
２

月
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
に

帰
還
す
る
ま
で
継
続
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　
来
年
２
月
以
降
に
つ
い
て
は

今
の
と
こ
ろ
未
定
で
す
。

問　
財
物
賠
償
内
容
が
ま
だ
決
定

し
て
い
な
い
段
階
で
仮
払
い
の
精

算
を
行
な
う
こ
と
は
理
不
尽
と
思

わ
れ
る
が
。

答　
し
っ
か
り
と
上
部
に
申
し
伝

え
十
分
検
討
い
た
し
ま
す
。

問　
賠
償
に
か
か
る
書
類
を
一
方

的
に
送
り
つ
け
て
提
出
さ
せ
る
手

法
は
乱
暴
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

誰
に
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
賠
償
請
求
に
関
す
る
資
料
に

つ
い
て
は
多
数
指
摘
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
第
２
回
目
の
賠
償
金
に
関
す

問　
１
Ｆ
建
屋
本
体
付
近
の
放
射

線
量
は
ど
の
位
な
の
か
。

答　
爆
発
に
よ
り
飛
散
し
た
放
射

性
物
質
の
影
響
で
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン

ド
デ
ー
タ
が
と
れ
な
い
た
め
、
建

屋
本
体
付
近
の
空
間
線
量
に
つ
い

て
は
測
定
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

問　
ガ
レ
キ
処
理
や
地
表
処
理
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
飛
散
す
る
放
射

線
量
は
。

答　
個
別
に
確
認
し
一
つ
ず
つ
対

応
し
ま
す
。

問　
海
洋
汚
染
防
止
対
策
と
し
て

遮
水
壁
設
置
工
事
を
し
て
い
る
が
、

工
事
期
間
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答　
遮
水
壁
設
置
工
事
は
２
年
位

か
か
り
ま
す
。
万
全
を
期
す
た
め
今

で
き
る
こ
と
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　
海
洋
汚
染
防
止
策
だ
け
で
な

く
地
下
水
対
策
も
併
せ
て
講
じ
な

い
の
か
。

答　
遮
水
壁
設
置
工
事
と
併
せ
て

地
質
調
査
等
を
引
き
続
き
実
施
し
、

対
策
を
講
じ
ま
す
。

原
発
被
害
に
よ
る
賠
償
は

原子力損害の本賠償説明会（平成23年11月8日／郡山市内）
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の
活
動
内
容
は
、
初
期
消
火
並
び

に
防
火
予
防
策
を
講
じ
る
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
各
仮

設
住
宅
自
治
会
長
と
適
切
な
消
防

車
輌
の
配
置
に
つ
い
て
協
議
し
ま

す
。

問　
消
防
団
員
の
健
康
管
理
を
適

切
に
行
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
生
活
環
境
班
長　

本
町
に
入

る
際
に
は
各
消
防
団
員
に
個
人
線

量
計
を
持
参
す
る
よ
う
指
導
し
て

お
り
、
消
防
団
で
団
員
の
健
康
管

理
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
団
員

の
内
部
被
ば
く
調
査
を
行
な
っ
た

と
こ
ろ
、
問
題
な
し
と
い
う
結
果

報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

問　
保
育
園
の
広
域
入
所
に
係
る

改
正
点
は
何
か
。

答　
保
育
施
設
運
営
班
長　

従
来
、

町
経
由
で
避
難
先
の
自
治
体
に
依

頼
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
特
例
法

の
改
正
に
よ
り
、
町
民
が
避
難
先

に
直
接
申
し
込
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

問　
消
防
団
を
一
旦
解
散
し
、
Ｏ

Ｂ
を
含
め
て
活
動
で
き
る
団
員
で

新
た
に
班
編
成
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　
生
活
環
境
班
長　

本
団
長
と

協
議
し
、
定
年
の
延
長
も
考
慮
し

が
ら
班
編
成
を
検
討
し
ま
す
。
な

お
、
避
難
先
自
治
体
で
本
町
消
防

団
が
活
動
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
本
町
消
防
団

て
は
国
会
で
審
議
中
で
す
が
、
国

に
対
し
て
強
く
要
望
し
ま
す
。

問　
町
は
全
町
民
を
対
象
と
し
た

内
部
被
ば
く
調
査
を
検
討
し
な
い

の
か
。

答　
健
康
調
査
班
長　

小
学
生
か

ら
高
校
生
、
妊
婦
、
４
歳
児
未
満

の
幼
児
を
持
つ
保
護
者
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
が
、
福
島
県
で
内
部

被
ば
く
調
査
が
で
き
る
車
輌
を
購

入
す
る
予
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、

将
来
的
に
調
査
対
象
者
を
広
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
町
は
内
部
被
ば
く
調
査
結
果

や
一
時
帰
宅
時
の
個
人
の
放
射
線

量
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答　
健
康
福
祉
班
長　

内
部
被
ば

く
調
査
の
結
果
は
町
に
も
報
告
が

あ
り
ま
す
。

町
長　

放
射
線
積
算
線
量
に
つ
い

て
は
大
事
な
こ
と
で
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
し
っ
か
り
と
記
録
し
て
い

き
ま
す
。

問　
保
育
施
設
が
非
常
に
寒
い
の

で
早
急
に
改
善
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　
保
育
施
設
運
営
班
長　

今
後

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
く
な
ど
改
善
し

ま
す
。

郡
と
し
て
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
の
で
、
双
葉
郡
内
の
意

見
を
取
り
ま
と
め
、
併
せ
て
本
町

の
復
興
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

問　
来
年
の
課
税
は
ど
う
な
る
の

か
。

答　
税
務
班
長　

現
在
の
と
こ
ろ

国
か
ら
通
達
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

不
明
で
す
。

問　
生
活
拠
点
が
な
い
土
地
に
固

定
資
産
税
を
課
税
す
る
の
か
。

答　
税
務
班
長　

固
定
資
産
税
に

つ
い
て
は
減
免
を
継
続
す
る
よ
う

要
望
し
て
い
ま
す
。

問　
仮
払
い
補
償
金
は
所
得
に
入

る
の
か
。

答　
税
務
班
長　

補
償
金
、
支
援

金
、
義
援
金
は
所
得
対
象
外
と

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
給
与
所

得
補
償
金
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ

ろ
課
税
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
減
免
で
き
る
よ
う
要
望
し
て

い
ま
す
。

問　
二
重
ロ
ー
ン
問
題
を
解
決
す

る
行
政
支
援
策
は
な
い
の
か
。

答　
町
長　

二
重
ロ
ー
ン
に
つ
い

問　
仮
設
住
宅
の
火
災
保
険
は
個

人
で
対
応
す
る
の
か
。

答　
住
宅
支
援
班
長　

仮
設
住
宅

は
県
の
財
産
と
な
り
ま
す
の
で
県

が
火
災
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

家
財
に
つ
い
て
は
個
人
の
財
産
と

な
り
ま
す
の
で
個
人
で
対
応
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

問　
新
聞
報
道
で
の
津
波
に
よ
る

死
亡
・
行
方
不
明
者
数
が
大
幅
に

増
え
た
が
理
由
は
。

答　
生
活
環
境
班
長　

当
初
は
津

波
に
よ
る
死
亡
・
行
方
不
明
者
を

掲
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
関
連
死

も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
人
数
が
増
加
し
ま
し
た
。

問　
福
島
県
で
は
原
発
廃
炉
を
含

め
る
一
方
で
、
雇
用
対
策
を
含
ま

な
い
復
興
計
画
を
作
成
し
た
が
、

本
町
の
復
興
計
画
に
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
の
か
。

答　
町
長　

福
島
県
議
会
の
請
願

を
受
け
福
島
県
は
復
興
計
画
に
原

発
廃
炉
を
含
め
ま
し
た
が
、
立
地

町
に
対
し
て
事
前
説
明
が
な
か
っ

た
の
で
、
福
島
県
の
復
興
計
画
担

当
者
に
説
明
を
求
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
双
葉

災
害
対
策
の
状
況
は

放射線量を測定
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同
に
会
す『
再
会
の
集
い
』に
つ
い

て
は
、
夏
休
み
期
間
中
に
開
催
す

る
こ
と
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
９

月
１
日
に
開
校
す
る
富
岡
幼
小
中

学
校
の
準
備
等
の
た
め
に
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果
的
に
落

ち
着
い
た
冬
休
み
に
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

教
育
長　

開
催
時
期
が
遅
く
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
大
変
申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
ま
す
。『
再
会
の

集
い
』で
は
、
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。

問　
自
治
会
役
員
に
対
す
る
報
酬

は
な
い
の
か
。

答　
町
長　

各
自
治
会
に
対
し
て

活
動
運
営
費
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

役
員
報
酬
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

し
ま
す
。

問　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
増
設
す

る
対
策
は
な
い
の
か
。

答　
総
務
班
長　

増
設
に
つ
い
て

は
検
討
し
ま
す
。

問　
全
国
に
避
難
し
て
い
る
小
中

学
生
を
一
同
に
会
す
機
会
を
設
け

た
が
、
何
故
こ
の
時
期
な
の
か
。

答　
教
育
班
長　

小
中
学
生
が
一

あ
る
た
め
該
当
に
な
ら
な
い
中
小

企
業
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

今
後
、
周
知
徹
底
を
図
り
ま
す
。

町
長　

追
加
募
集
に
つ
い
て
経
済

産
業
省
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
対
応

し
た
い
旨
回
答
を
得
ま
し
た
の
で
、

希
望
が
あ
れ
ば
機
会
を
逃
さ
ず
に

申
請
を
願
い
ま
す
。

問　
仮
設
住
宅
と
借
上
住
宅
の
支

援
策
に
差
が
生
じ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

答　
町
長　

当
初
か
ら
不
公
平
で

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
制
度
で
で
き
る
範
囲
で
支
援
す

る
と
と
も
に
、
国
に
要
望
し
ま
す
。

問　
仮
設
住
宅
の
自
治
会
設
立
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
借
上
住
宅
に
も
自
治
会
が
で

き
な
い
も
の
か
。

答　
町
長　

10
箇
所
の
仮
設
住
宅

の
う
ち
、
８
箇
所
の
自
治
会
が
設

立
し
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
確
保
す
る
観
点
か
ら
も
自
治
会

組
織
の
設
置
を
願
っ
て
お
り
、
借

上
住
宅
に
お
い
て
も
県
北
や
い
わ

き
市
内
で
、
で
き
つ
つ
あ
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

家
が
全
く
な
い
国
有
地
に
絞
っ
て

検
討
し
て
い
ま
す
。

問　
中
間
処
理
施
設
は
い
つ
で
き

る
の
か
。

答　
除
染
対
策
班
長　

平
成
24
年

度
か
ら
３
年
後
を
目
標
に
場
所
の

選
定
並
び
に
建
設
を
し
ま
す
。

問　
中
小
企
業
な
ど
の
早
期
事
業

活
動
の
再
開
を
支
援
す
る
事
業
に

つ
い
て
周
知
徹
底
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答　
雇
用
対
策
班
長　

事
業
の
紹

介
は
商
工
会
経
由
で
周
知
し
た
も

の
で
あ
り
、
一
定
の
採
択
要
件
が

問　
広
域
消
防
署
員
の
配
置
な
ど

の
見
直
し
は
し
な
い
の
か
。

答　
町
長　

近
日
中
に
広
域
管
理

者
よ
り
署
員
の
勤
務
状
況
に
つ
い

て
確
認
し
ま
す
。

問　
除
染
目
標
数
値
を
設
定
し
な

い
の
か
。

答　
町
長　

年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
を
目
安
と
し
、
さ
ら
に
下
げ

る
こ
と
が
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
除
染
に
よ
っ
て
生
じ
た
汚
染

物
質
を
保
管
す
る
仮
置
き
場
は
ど

こ
に
す
る
の
か
。

答　
町
長　

町
の
仮
置
き
場
は
人

楽しいひとときを（天栄村羽鳥湖高原レジーナの森）

多くの児童生徒が『再会の集い』に参加
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■
発
行
／
富
岡
町
議
会　
　

■
編
集
／
富
岡
町
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会　
　

富
岡
町
役
場
東
日
本
大
震
災
関
連
サ
イ
ト　

http://w
w
w
.tom

ioka-tow
n.jp/ 

■
印
刷
／
㈱
日
進
堂
印
刷
所

発

行

責

任

者

議

長

猪

狩

利

衛

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

猪

狩

弘

二

宮

本

皓

一

高

野　

泰

関　

友

幸

渡

辺　

晁

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
11
ヶ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

間
、
不
自
由
な
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
き
た
町
民
の
皆
さ
ま

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

情
報
が
こ
ん
な
に
も
皆
さ
ま
よ

り
期
待
さ
れ
た
時
は
今
ま
で
に
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

３
回
の「
災
害
版
議
会
だ
よ
り
」

を
発
行
い
た
し
ま
し
た
が
十
分
な

内
容
で
お
届
け
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
号
か
ら
、
発
行
番
号
も
復
活

さ
せ
震
災
前
と
同
様
な
形
に
戻
し
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
情
報
を
お
届

け
し
た
い
と
言
う
気
持
ち
で
編
集

委
員
一
同
頑
張
り
ま
し
た
の
で
ご

一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
思
い

ま
す
。

 

（
猪
狩 

弘
二
）

編編
集集
後後
記記

みなさまの声をお聞かせ下さい。
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富岡町役場
東日本大震災
関連サイト

　

年
頭
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
及
び
大
津
波
に
よ
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
、
さ
ら
に
、
そ
の
後
避
難
先

に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
皆
様
に
対
し
、
改
め
て
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
富
岡
町
民
は
大
震
災
並
び
に
原
発
事
故
に
よ
り
遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
、
避
難
先

で
新
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、皆
様
方
が
心
身
と
も
に
疲
労
困
憊
の
状
態
と
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
議
会
は
町
民
の
代
表
と
し
て
国
県
等
に
強
く
要
望
を
行
な
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
直
面
し
て
い
る
喫
緊
の
諸
課
題
を
早
急
に
解
決
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
政
策
を
提
案
す
る
こ
と

が
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
復
旧
復
興
に
向
け
て
更
な
る
創
意
工
夫
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
議
会
運
営
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

　

富
岡
町
議
会
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狩
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博
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泰
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宮
本
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一

議
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渡
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議
員　

高
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一
也

議
員　

猪
狩
弘
二

議
員　

渡
辺
三
男

議
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塚
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